
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜支社社友会が実施したエンゲージメントスコア調査結果      回答率１７．０％ 
 有効回答数 個人として

の意識 

会社への 

共感 

経営理念 

への共感 

安心感 組織風土 発言機会 コミュニケ

ーション 

管理者 ２１３ A A A A D B B 

一般社員 １７２ C＋ C C－ B E C－ C－ 

対策の必要 ―  ○ ◎  ◎  〇 

※A～E（Cは３段階）の７段階評価 
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喜勢副社長「社友会を経営のパートナーとして育成」 
 

ACCESS第 683号で喜勢副社長はインタビューに次のように答えている。 

「組合に所属していない８割以上の社員との関係をどう作っていくかという

ことは重要な経営課題となっています。今、我々は組織再編をはじめとした

様々な構造改革を通じて、決められたことをしっかり守るというこれまでのト

ップダウンの方向性と社員からの様々な発意やチャレンジというボトムアッ

プの方向性を経営というステージで融合させることで、社員一人ひとりが経

営への参画意識を持って仕事をする、そうした『社員と会社との新しい関係』

の構築を目指していきます。現状の中でその大きな活躍を期待しているのが

社友会であり、社友会が経営のパートナーであるものそうした意味からです。

（中略）組合に所属していない多くの社員をまとめている社友会とは様々な

場面での意見交換を通じて経営のパートナーとして育成していく考えであり

ます。」 
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